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■
世
界
初
の
市
場
原
理
主
義
の
実
験
場
〜
チ
リ 

緑
の
革
命
の
父
と
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
ノ
ー
マ
ン
・
ボ
ー
ロ
ー
グ
博
士
は
九
十
三
歳
で
い

ま
だ
に
健
在
だ
が
、
他
に
も
高
齢
の
天
寿
を
ま
っ
と
う

し
た
二
人
の
人
物
が
い
る
。
一
人
は
、
一
九
七
六 
年

に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
、
二
〇
〇
六 

年
の

十
一 

月
に
九
十
四 

歳
で
死
ん
だ
米
国
の
経
済
学
者
、

ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン(

一
九
一
二
〜
二
〇
〇
六)

で
、
も
う
一
人
は
、
そ
の
一
カ
月
後
の
十
二
月
に
九
十

一 

歳
で
死
ん
だ
チ
リ
の
独
裁
者
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ホ

セ
・
ラ
モ
ン
・
ピ
ノ
チ
ェ
ト
・
ウ
ガ
ル
テ(

一
九
一
五

〜
二
〇
〇
六)

だ
。
経
済
学
者
と
独
裁
者
。
並
べ
る
に

は
意
外
な
組
合
せ
に
思
え
る
が
、
二
人
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
縁
が
あ
る
。 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
自
由
競
争
に
よ
る
経
済
成
長
モ

デ
ル
を
主
張
し
た
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
教
祖
で
あ
る
。

国
営
事
業
の
民
営
化
、
財
政
赤
字
の
削
減
、
外
資
の
積

極
的
な
導
入
、
貿
易
や
資
本
取
引
の
自
由
化
、
関
税
の

引
き
下
げ
、
労
働
市
場
の
柔
軟
化
等
い
ま
と
な
っ
て
は

お
馴
染
み
の
新
自
由
主
義
政
策
は
、こ
の
フ
リ
ー
ド
マ

ン
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
。 

 

だ
が
、
今
を
と
き
め
く
新
自
由
主
義
経
済
学
も
一
九

六
〇
年
代
に
登
場
し
た
当
初
は
異
端
の
学
説
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
の
亜
流
の
「
経
済
学
」
が
世
界
を
席
巻

す
る
に
は
、
壮
大
な
「
社
会
実
験
」
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

だ
っ
た
の
だ
。 

チ
リ
で
は
一
九
七
三
年
に
ピ
ノ
チ
ェ
ト
が
大
統
領

と
な
る
が
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
弟
子

た
ち
を
米
国
か
ら
招
い
て
新
自
由
主
義
経
済
政
策
を

実
施
す
る
。
そ
の
結
果
、
チ
リ
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
自
ら

が
「
チ
リ
の
奇
跡
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
の
経
済
再
生
を
果
た

す
。
支
持
者
た
ち
は
「
前
政
権
の
失
政
で
混
乱
し
た
経

済
を
見
事
に
立
て
直
し
た
」
と
絶
賛
し
た
。
フ
リ
ー
ド

マ
ン
は
全
世
界
で
名
声
を
馳
せ
、
こ
れ
が
後
に
、
古
く

は
一
九
七
九 

年
の
英
国
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
一
九
八

一 

年
の
米
国
レ
ー
ガ
ン
政
権
、
新
し
く
は
日
本
の
前

小
泉
政
権
等
が
新
自
由
主
義
経
済
を
導
入
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
提

唱
す
る
規
制
緩
和
、
国
営
企
業
の
民
営
化
、
金
融
自
由

化
、
行
財
政
改
革
、
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導
入
等

の
新
自
由
主
義
経
済
を
世
界
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く

実
践
し
た
「
優
等
生
」
が
、
チ
リ
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権

だ
っ
た
の
だ
。 

む
ろ
ん
、
チ
リ
の
実
験
は
燦
燦
た
る
結
果
を
招
い
た
。

一
部
の
大
企
業
や
金
持
ち
が
儲
か
る
一
方
、
借
金
を
返

す
の
は
一
般
庶
民
と
い
う
構
図
の
中
で
貧
富
の
差
が

拡
大
し
た
。
贅
沢
品
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
一
方
、
一
九
七
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三
年
に
は
４
・
３%

で
あ
っ
た
失
業
率
が
十
年
間
で

22%
に
上
昇
。
貧
困
率
は
前
政
権
時
代
の
倍
以
上
に

ふ
く
ら
み
、
国
民
の
45
％
が
「
極
度
に
貧
困
」
か
「
貧

困
」
と
い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
状
態
に
お
か
れ
た
。

こ
の
た
め
、
さ
す
が
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権
も
そ
の
末
期

に
は
シ
カ
ゴ
学
派
を
政
権
か
ら
追
い
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策

を
導
入
し
軌
道
修
正
を
図
っ
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
チ
リ
は
市
場
原
理
主
義
、
言
い
換
え
れ
ば
、

新
自
由
主
義
経
済
の
失
敗
と
い
う
貴
重
な
教
訓
を
残

し
て
く
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
失
敗
事
例
な

ら
ば
い
ま
世
界
中
に
あ
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
ル
ポ 

貧

困
大
国
ア
メ
リ
カ
』(

岩
波
新
書)

等
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
米
国
も
超
格
差
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
い

く
ら
原
点
で
あ
る
と
は
い
え
、何
も
今
さ
ら
チ
リ
に
学

ぶ
必
要
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
承
知
で
あ
え
て
こ
こ

で
チ
リ
を
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
そ

れ
以
上
に
、
人
類
に
取
っ
て
貴
重
な
モ
デ
ル
と
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
貴
重
な
実
験
を
世
界
に
先
駆
け
て
行

っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

■
非
効
率
性
か
ら
破
綻
す
る
ソ
連
型
の
計
画
経
済 

一
九
七
〇
年
、
チ
リ
で
は
ア
ジ
ェ
ン
デ
が
過
半
数
を

獲
得
し
社
会
主
義
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界

史
上
初
め
て
選
挙
を
通
じ
て
成
立
し
た
社
会
主
義
政

権
だ
っ
た
。
当
時
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
キ
ュ
ー
バ

革
命
と
ゲ
バ
ラ
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
よ
っ
て
、
武
装
ゲ
リ
ラ

闘
争
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
は
「
銃
な
き

革
命
の
道
」
を
切
り
開
い
た
の
だ
。
だ
が
、
そ
の
民
主

的
な
革
命
へ
の
期
待
は
、
翌
一
九
七
一
年
に
は
早
く
も

色
褪
せ
始
め
る
(1)

。 

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
米
国
に
あ
る
。
米
国
に
と
っ

て
ア
ジ
ェ
ン
デ
の
登
場
は
衝
撃
的
な
事
態
だ
っ
た
。
チ

リ
の
莫
大
な
鉱
物
資
源
や
電
信
電
話
事
業
は
す
べ
て

米
国
企
業
の
手
中
に
あ
っ
た
が
、
革
命
政
権
は
各
地
の

工
場
や
鉱
山
等
の
国
営
化
を
進
め
は
じ
め
て
い
た
。こ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
第
二
の
キ
ュ
ー
バ
を
招
き
か
ね

な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
米
国
は
激
怒
し
た
。
直
ち

に
チ
リ
へ
の
経
済
制
裁
を
行
い
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
通
じ
て
革

命
を
潰
す
た
め
の
様
々
な
工
作
に
着
手
す
る
。経
済
封

鎖
で
チ
リ
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
、
国
内
で
暴
発
す
る

ス
ト
、国
有
化
を
望
ま
な
い
企
業
経
営
者
た
ち
の
反
対

等
か
ら
経
済
は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
た
(3)

。 

だ
が
、経
済
不
振
の
原
因
は
米
国
だ
け
に
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
チ
リ
の
最
も
重
要
な
輸
出
品
は
銅
鉱
石

で
、
輸
出
収
入
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。
だ
が
、

新
た
に
国
有
化
さ
れ
た
鉱
山
や
工
場
で
完
全
に
稼
動

し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
社
会
主
義
の
非
効

率
性
と
い
う
弱
点
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

前
回
、
キ
ュ
ー
バ
で
小
規
模
農
家
が
成
功
で
き
て
い

る
最
大
の
理
由
は
、
社
会
主
義
政
策
に
よ
っ
て
農
産
物

価
格
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
述
べ
た
。だ
が
、

社
会
主
義
政
策
の
最
大
の
弱
点
は
「
官
僚
機
構
の
肥
大

化
」
と
「
非
効
率
性
」
に
あ
る
。
こ
の
難
点
は
キ
ュ
ー

バ
で
も
克
服
さ
れ
て
い
な
い
し
、『
科
学
的
社
会
主
義
』

を
標
榜
し
て
い
た
ソ
連
も
肥
大
化
し
た
官
僚
機
構
の

非
効
率
性
で
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
計
画
経

済
が
困
難
に
行
き
当
た
る
こ
と
は
す
で
に
一
九
二
〇

〜
三
〇
年
代
に
な
さ
れ
た
「
社
会
主
義
経
済
計
算
論

争
」
で
も
予
想
さ
れ
て
い
た
。
「
計
算
論
争
」
と
は
、

ロ
シ
ア
に
出
現
し
た
社
会
主
義
計
画
経
済
が
今
後
も

存
続･

発
展
で
き
る
の
か
、
と
い
う
当
時
の
社
会
的
関

心
も
あ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
争
だ
。
ま
ず
口
火
を

切
っ
た
の
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
経
済
学
者
、
ル

ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ー
ゼ
ス
で
、
そ
の
弟
子
で

あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
は
「
原
理
的
に
可
能

で
あ
っ
て
も
、合
理
的
な
計
算
を
す
る
に
は
数
百
万
の

連
立
方
程
式
を
解
か
ね
ば
な
ら
ず
、
実
際
上
は
実
行
不

可
能
だ
」
と
批
判
し
て
み
せ
た
。 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
流
の
新
自
由
主
義
の
道
を
選
択
す
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れ
ば
、経
済
効
率
は
よ
い
か
も
知
れ
な
い
が
格
差
が
広

が
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を
産
む
。
片
や
ソ
連
型
の

社
会
主
義
や
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
選
択
す
れ
ば
、
社
会
保

障
は
保
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
巨
大
で
非
効
率
な

官
僚
機
構
に
圧
迫
さ
れ
財
政
が
破
綻
す
る
。こ
の
二
律

相
反
は
永
久
に
解
き
明
か
せ
な
い
難
題
の
よ
う
に
も

思
え
る
。
だ
が
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
政
権
は
伝
統
的
な
社
会

主
義
政
権
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
た
(1)

。 

 

■
四
六
〇
〇
キ
ロ
の
国
土
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ

ト
で
管
理 

六
角
形
の
部
屋
に
備
え
ら
れ
た
七
脚
の
特
殊
な
回

転
イ
ス
。
イ
ス
の
肘
か
け
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
イ
ッ
チ

は
、
壁
に
備
え
付
け
ら
れ
た
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
制
御

し
、こ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現
場
の

状
況
が
リ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｆ
映
画
を
思
わ
せ
る
近

未
来
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
。 

チ
リ
の
国
土
は
南
北
に
細
長
い
。
最
南
端
と
最
北
端

と
で
は
四
六
〇
〇
km
に
も
及
ぶ
。
こ
の
長
大
な
国
土

を
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
全
国
土
に
散
ら
ば

る
各
生
産
設
備
か
ら
日
々
送
ら
れ
て
く
る
デ
ー
タ
を

処
理
し
、
合
理
的
な
生
産
管
理
に
生
か
す
。
ア
ジ
ェ
ン

ダ
政
権
は
、こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
実
験
を
行
っ
て
い

た
。 こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、

チ
リ
経
済
開
発
公
社(

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｆ
Ｏ)

の
技
術
部
門
の

責
任
者
で
、
当
時
は
ま
だ
二
〇
代
だ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
フ
ロ
ー
レ
ス
だ
っ
た
。
「
中
央
集
権
的
な
ソ
連
モ

デ
ル
は
、
は
じ
め
か
ら
反
対
し
て
い
ま
し
た
」
と
後
に

語
る
よ
う
に
、
フ
ロ
ー
レ
ス
は
計
画
経
済
に
か
わ
る
柔

軟
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
て
い
た
(3)

。 

「
ソ
連
モ
デ
ル
が
実
行
不
可
能
な
こ
と
は
直
感
か
ら

も
わ
か
り
ま
し
た
」
と
フ
ロ
ー
レ
ス
の
主
席
顧
問
だ
っ

た
ラ
ウ
ル
・
エ
ス
ペ
ー
ホ
も
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
二

人
は
チ
リ
経
済
を
ど
う
運
営
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
(1)

。
彼
ら
が
目
を
付
け
て
い
た
の
が
、
ア
ン

ソ
ニ
ー
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
ビ
ア(

一
九
二
六
〜
二
〇

〇
二)
と
い
う
英
国
人
が
考
え
出
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
経

営
理
論
だ
っ
た
(3)

。
実
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
政
権
が
誕
生

す
る
以
前
の
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
ビ
ア
の
会
社
が
、

チ
リ
鉄
道
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
こ
の

仕
事
に
か
か
わ
っ
た
一
人
の
土
木
工
学
を
専
攻
し
た

学
生
が
、
ビ
ア
の
著
作
を
読
み
、
そ
の
独
創
性
に
魅
了

さ
れ
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ア
の
シ
ン
パ
・
グ
ル

ー
プ
が
国
内
で
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。こ
の
学

生
こ
そ
が
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
政
権
の
下
で
財
務
大
臣
等
各

種
閣
僚
を
務
め
、
産
業
国
有
化
の
責
任
者
と
な
っ
て
い

た
フ
ロ
ー
レ
ス
だ
っ
た
。 

一
九
七
一
年
七
月
、
フ
ロ
ー
レ
ス
と
エ
ス
ペ
ー
ホ
は
、

ビ
ア
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
手
紙
を
書
く
。二
人
は

ビ
ア
が
超
多
忙
な
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
弟
子
の
誰
か

を
派
遣
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
だ
が
、
手
紙

を
受
け
と
っ
た
ビ
ア
は
、
そ
れ
以
外
の
契
約
を
破
棄
し
、

自
ら
チ
リ
に
や
っ
て
く
る
。
チ
リ
人
た
ち
は
感
動
し
た

(1)

。 

 

■
走
り
出
す
サ
イ
バ
ー
シ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ビ
ア
が
代
価
と
し
て
要
求
し
た
の
は
、日
に
五
百
ド

ル
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ワ
イ
ン
、
そ
し
て
、
葉
巻
だ
っ

た
。
そ
れ
は
、
ビ
ア
の
通
常
の
コ
ン
サ
ル
料
よ
り
は
安

か
っ
た
が
、
米
ド
ル
が
乏
し
い
新
政
権
に
は
決
し
て
安

い
買
い
物
で
は
な
か
っ
た
(1)

。
だ
が
、
ビ
ア
は
金
に
見

合
う
だ
け
の
期
待
に
応
え
た
。何
よ
り
も
大
統
領
自
身

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
熱
心
だ
っ
た
。
ビ
ア
は
自
分
の
理

論
を
紙
に
書
き
約
一
時
間
半
も
か
け
て
説
明
し
た
が
、

「
経
済
に
電
子
神
経
シ
ス
テ
ム
を
移
植
す
る
」と
い
う

ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
医
師
で
も
あ
っ
た
ア
ジ
ェ
ン
デ
に
は

納
得
の
い
く
も
の
だ
っ
た
。 
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「
大
統
領
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
組
織
の
生
物
的
な
特

性
の
概
念
を
本
能
的
に
理
解
し
て
く
れ
た
と
感
じ
ま

し
た
」
ビ
ア
は
そ
う
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
(1,3)

。 
ア
ジ
ェ
ン
デ
は
ソ
連
型
の
官
僚
機
構
は
失
敗
だ
と

考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
の
ひ

と
つ
は
、
チ
リ
の
官
僚
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
(4)

。
こ
う
し
て
、「
サ
イ
バ
ー
シ
ン
」、
チ
リ
で
は
「
シ

ン
コ
」と
呼
ば
れ
た
計
画
が
フ
ロ
ー
レ
ス
を
責
任
者
と

し
て
始
ま
っ
た
(3)

。
サ
イ
バ
ー
シ
ン
と
は
、
「
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
「
シ
ナ
ジ
ー
」
と
を
合
成
し
た
言

葉
だ
。
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
わ
ず
か
八
日
で
作
り

出
さ
れ
た
。 

「
わ
れ
わ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
八
日
間
休
み
も
な
く
疲

労
困
憊
す
る
ま
で
働
い
た
も
の
で
す
」 

後
に
ビ
ア
は
こ
う
書
い
て
い
る
(4)

。 

チ
リ
よ
り
も
金
銭
的
に
豊
か
で
政
情
が
安
定
し
た

国
で
あ
っ
て
も
、
新
た
な
制
度
を
構
築
す
る
に
は
最
低

半
年
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ

ー
ム
は
前
政
権
が
購
入
し
た
も
の
の
、使
う
あ
て
も
な

い
ま
ま
に
放
置
し
て
い
た
五
百
台
の
テ
レ
ッ
ク
ス
・
マ

シ
ン
を
倉
庫
で
見
つ
け
出
す
。
技
術
的
な
障
害
は
解
決

さ
れ
た
。
テ
レ
ッ
ク
ス
が
各
工
場
に
配
布
さ
れ
、
首
都

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
に
あ
る
二
部
屋
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル

ー
ム
に
つ
な
が
れ
た
。
ル
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
毎
日

夕
方
五
時
に
経
済
デ
ー
タ
を
集
め
、
一
台
し
か
な
い
貴

重
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
大
統
領
官

邸
に
、
日
々
状
況
を
報
告
し
た
(1)

。
チ
リ
経
済
は
混
乱

し
続
け
、
シ
ス
テ
ム
が
作
業
現
場
に
す
ぐ
受
け
入
れ
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
配
付
さ
れ
た
テ
レ

ッ
ク
ス
を
使
え
ば
ど
の
各
作
業
現
場
で
も
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
と
同
じ
デ
ー
タ
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
現
場
も
次
第
に
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
く
(3)

。 

 

■
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
生
命
理
論 

今
と
な
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
情

報
ネ
ッ
ト
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
取
り
立
て
て
珍
し
い

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
今
か
ら
三
〇
年
以
上
も
前
に
、

国
家
経
済
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
司
令
塔
を
ベ
ー
ス
に

管
理
し
よ
う
と
い
う
の
は
尋
常
な
発
想
で
は
な
い
。
ビ

ア
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム

を
着
想
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ビ
ア
は
、
も
と
も
と
は
軍
人
だ
っ
た
。
十
八
歳
の
時

に
は
イ
ン
ド
駐
留
部
隊
に
所
属
し
日
本
軍
侵
入
に
備

え
て
い
た
。
大
戦
後
も
軍
の
参
謀
、
情
報
将
校
と
し
て

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
」
の
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
ビ
ア
は
こ
の
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
応
用
で
き

る
こ
と
に
す
ぐ
に
気
づ
い
た
。軍
役
を
終
え
る
と
ビ
ア

は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
社
に
入
社
し
、
そ
の

後
は
親
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
ル
社
に
移
籍

し
、
そ
こ
に
十
三
年
在
籍
す
る
こ
と
に
な
る
。
ビ
ア
は
、

同
社
の
幹
部
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
と
サ
イ

バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
を
設
立
す
る
よ
う
持
ち
か

け
、
そ
の
説
得
に
成
功
し
、
七
〇
人
以
上
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。 

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の

間
で
評
判
を
呼
ん
だ
米
国
の
天
才
数
学
者
ノ
ー
バ
ー

ト
・
ウ
ィ
ナ
ー
が
提
唱
し
た
ま
っ
た
く
新
た
な
シ
ス
テ

ム
理
論
で
あ
る
。
だ
が
、
ま
も
な
く
、
こ
の
理
論
が
工

学
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
神
経
系
や
社
会
全
体
に
ま
で

適
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
生
物
物
理
学
、
統
計
力

学
等
あ
ら
ゆ
る
科
学
技
術
や
経
済
学
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。 

ビ
ア
は
、こ
の
ウ
ィ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ク
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
と
も
親
し
か
っ
た
。

一
九
五
九
年
に
は
処
女
作
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
出
版
す
る
が
、
ウ
ィ
ナ
ー
は
、
ビ
ア

の
こ
と
を
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」

の
父
と
絶
賛
し
た
。 
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ホ
タ
ル
、
ミ
ド
リ
ム
シ
、
ミ
ジ
ン
コ
等
の
池
の
生
態

系
で
実
験
を
し
て
そ
の
機
能
を
調
べ
神
経
心
理
学
の

モ
デ
ル
研
究
を
進
め
た
り
、
電
子
出
版
や
ホ
ロ
グ
ラ
フ

ィ
の
研
究
を
手
が
け
た
り
、
遠
隔
地
で
も
商
業
活
動
が

で
き
る
国
際
デ
ー
タ
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
グ
ル
ー
プ
を
確

立
す
る
等
、
ビ
ア
は
独
創
性
豊
か
な
人
物
だ
っ
た
。
多

く
の
本
を
読
み
、
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
着
想
を
得

て
は
考
え
独
学
す
る
。 

「Ca
min
ant
e n
o hay

 ca
mino
 S
e h
ace
 c
ami
no
 al
 

a
nda
r

」(

前
に
道
な
し
。
さ
れ
ど
、
歩
ま
ば
、
道
は
作

ら
れ
ん)

 

 

ビ
ア
が
愛
し
口
ず
さ
ん
で
い
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
の
詩

人
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
チ
ャ
ド
の
こ
ん
な
詩
だ
っ
た
(2)

。 

 

生
物
学
を
手
が
か
り
に
経
営
シ
ス
テ
ム
や
経
済
を

捉
え
る
と
い
う
と
、
異
質
な
発
想
の
よ
う
に
思
え
る
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
経
済
が
生
命
シ
ス
テ
ム
の
中
で
動
い

て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
近
代

経
済
学
の
創
始
者
マ
ー
シ
ャ
ル
も
「
経
済
学
は
物
理
学

の
分
野
と
の
結
び
つ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
物
学
の

一
分
野
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

生
命
と
し
て
の
経
済
学
。
ビ
ア
は
、
組
織
も
生
物
と
同

じ
だ
と
し
、
人
間
の
頭
脳
、
脳
・
神
経
シ
ス
テ
ム
に
着

想
を
得
て
、
組
織
の
階
層
モ
デ
ル
も
考
え
出
し
た
(2)

。 

だ
が
、
当
時
と
し
て
は
あ
ま
り
に
時
代
を
先
ん
じ
、

か
つ
、
独
創
性
に
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
界

で
あ
れ
、
政
治
家
で
あ
れ
、
ビ
ア
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た

ち
は
、
ビ
ア
が
望
む
ほ
ど
に
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ビ
ア
の
技
術
は
も
と
も

と
は
英
国
の
製
鉄
業
向
け
に
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
が
、
国
内
よ
り
も
海
外
か
ら
の
相
談
が
多
く
な
る
(1)

。

そ
こ
で
、
ビ
ア
は
一
九
七
〇
年
に
世
界
を
相
手
に
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
立
し
て
働
く
こ
と
を
決
意
す

る
が
(2)

、
自
分
の
理
論
を
金
持
ち
た
ち
の
金
儲
け
の
道

具
に
は
使
い
た
く
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
ア
ジ
ェ
ン

デ
か
ら
声
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
■
食
料
危
機
を
切
り
抜
け
る 

一
九
七
二
年
八
月
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
は
最
大
の
危

機
に
直
面
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
秘
密
工
作
で
保
守
的
な
業

界
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
始
め
た
の
だ
。
五
万
人
の
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
が
ス
ト
に
参
加
し
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
通
り

が
封
鎖
さ
れ
た
た
め
食
料
と
燃
料
を
含
め
、
市
内
へ
の

物
流
が
完
全
に
滞
っ
た
(3)

。
だ
が
、
こ
こ
で
サ
イ
バ
ー

シ
ン
は
威
力
を
発
揮
す
る
。
テ
レ
ッ
ク
ス
を
用
い
て
、

ど
の
地
区
で
モ
ノ
が
最
も
不
足
し
、
ど
こ
に
協
力
的
な

人
々
が
い
る
の
か
の
情
報
が
入
手
で
き
た
の
だ
。
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ム
に
は
昼
夜
、
ス

タ
ッ
フ
が
詰
め
、
大
臣
で
さ
え
そ
こ
で
眠
っ
た
。 

「
ル
ー
ム
は
ま
さ
に
本
物
で
し
た
。
ま
る
で
、
宇
宙
セ

ン
タ
ー
に
い
る
よ
う
で
し
た
」と
エ
ス
ペ
ホ
は
想
起
し

て
い
る
(1)

。
政
権
は
政
府
に
協
力
的
な
残
り
の
約
二
百 

台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
、
市
内
へ
の
食
料
輸
送
を
確

保
し
た
(3)

。
米
国
は
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
を
倒
す
こ
と

に
失
敗
し
た
。 

だ
が
、
こ
れ
が
サ
イ
バ
ー
シ
ン
の
花
盛
り
だ
っ
た
。

米
国
へ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
へ
の
攻
撃
は
、
さ
ら
に
激

し
く
な
り
、
米
国
か
ら
の
圧
力
で
他
国
が
援
助
や
投
資

を
断
ち
切
り
は
じ
め
た
た
め
、経
済
は
窒
息
し
始
め
た
。 

「
と
て
も
ス
ト
レ
ス
が
多
く
、
い
つ
辞
め
よ
う
と
思
っ

た
か
し
れ
な
い
」
。
一
九
七
三
年
六
月
、
ビ
ア
は
、
首

都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
を
去
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

エ
ス
ペ
ホ
の
親
戚
か
ら
海
岸
に
隠
れ
家
を
借
り
た
。
そ

こ
で
、
ビ
ア
は
海
を
眺
め
、
執
筆
活
動
を
行
い
、
あ
る

い
は
、
闇
に
乗
じ
て
政
府
と
の
会
議
に
で
た
り
し
た
(1)

。 

 

■
世
界
を
か
え
る
分
岐
と
な
っ
た
９
．
１
１ 

経
済
が
低
迷
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ェ

ン
デ
政
権
は
、一
九
七
三
年
頭
の
選
挙
で
そ
の
票
数
を
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43%

も
増
や
し
た
。
国
民
は
ま
だ
ア
ジ
ェ
ン
デ
を
支

持
し
て
い
た
。
同
年
九
月
一
〇
日
に
は
、
大
統
領
官
邸

の
一
室
で
測
量
検
査
が
行
わ
れ
る
。
最
新
版
に
ア
ッ

プ
・
デ
ー
ト
し
た
サ
イ
バ
ー
シ
ン
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ル
ー
ム
に
設
置
す
る
た
め
だ
っ
た
(2)

。 

だ
が
、
運
命
の
日
、
９
・
11
が
や
っ
て
く
る
。
こ

の
テ
ス
ト
の
ま
さ
に
翌
日
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
支
援
を
受
け
た

ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
引
き
起
こ

し
、
官
邸
は
爆
撃
を
受
け
、
銃
撃
戦
の
舞
台
と
な
っ
た

の
だ
。 

ビ
ア
は
、
そ
の
日
、
チ
リ
政
府
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン

で
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
会

合
を
終
え
て
新
聞
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
、
こ
う
書
か

れ
て
い
た
。
「
ア
ジ
ェ
ン
デ
暗
殺
さ
る
」
。 

よ
り
正
確
に
は
自
殺
だ
っ
た
。
ア
ジ
ェ
ン
デ
は
、
あ

る
一
人
の
親
友
か
ら
贈
ら
れ
た
ラ
イ
フ
ル
を
手
に
自

ら
命
を
断
っ
て
い
た
。
そ
の
金
製
プ
レ
ー
ト
に
は
「
私

の
良
き
友
人
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
君
へ
、

フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
」
と
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
。 

ピ
ノ
チ
ェ
ト
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
即
日
、
キ
ュ
ー
バ

と
の
国
交
を
断
絶
し
た
。
社
会
主
義
国
側
も
対
抗
し
て
、

次
々
と
チ
リ
と
の
断
交
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
し
て
、
ピ

ノ
チ
ェ
ト
は
ア
ジ
ェ
ン
デ
派
の
一
掃
を
図
る
。
三
千 

人
以
上
が
殺
さ
れ
た
り
、
拷
問
を
受
け
た
。
そ
の
中
に

は
ビ
ア
の
友
人
も
い
た
。
エ
ス
ペ
ホ
は
う
ま
く
逃
亡
し

た
が
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
と
と
も
に
官
邸
に
立
て
こ
も
っ
た

フ
ロ
ー
レ
ス
は
、
投
降
後
、
生
命
の
危
険
に
晒
さ
れ
な

が
ら
強
制
収
容
所
に
政
治
犯
と
し
て
投
獄
さ
れ
た
(1)

。 

ビ
ア
は
深
い
心
の
痛
手
を
受
け
た
。
以
前
の
同
僚
た

ち
が
安
全
な
海
外
で
ポ
ス
ト
に
就
け
る
よ
う
一
年
間

尽
力
し
た
後
に
、
ビ
ア
は
私
財
の
ほ
と
ん
ど
を
捨
て
て
、

家
族
と
と
も
に
中
部
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
二
部
屋
だ
け
し

か
な
い
石
づ
く
り
の
コ
テ
ー
ジ
に
移
り
す
む
。
電
気
は

通
じ
て
い
た
が
、
水
道
、
電
話
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
ら
な
か
っ
た
(2)

。 

サ
イ
バ
ー
シ
ン
は
、
一
日
遅
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
国

有
産
業
の
75
％
も
の
経
済
情
報
を
管
理
し
、
チ
リ
経

済
の
四
分
の
一
か
ら
半
分
に
も
影
響
し
て
い
た
。
当
時
、

一
部
の
外
国
メ
デ
ィ
ア
は
ビ
ア
の
こ
と
を
「
ビ
ッ
グ
・

ブ
ラ
ザ
ー
型
の
制
度
構
築
に
手
を
貸
し
て
い
る
」
と
非

難
し
た
。
ビ
ッ
ク
ブ
ラ
ザ
ー
と
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー

ウ
ェ
ル
が
未
来
小
説
『
１
９
８
４
年
』
で
描
い
た
監
視

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は

ビ
ア
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
。
ビ
ア
は
シ
ス
テ
ム
が
地

方
分
権
的
で
労
働
者
参
加
型
の
非
官
僚
主
義
的
な
の

も
の
と
し
て
機
能
す
る
と
信
じ
て
い
た
。
実
際
、
有
権

者
、
職
場
、
政
府
が
、
新
た
な
対
話
的
な
全
国
通
信
ネ

ッ
ト
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
計
画
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
、
政
府
と
国
民
と
を
よ
り
深
く
よ
り

平
等
に
結
ぶ
、一
種
の「
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

と
も
呼
べ
る
も
の
だ
っ
た
。 

ち
な
み
に
、
現
在
の
日
本
で
は
サ
イ
バ
ー
シ
ン
と
ほ

ぼ
同
じ
技
術
が
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に

身
近
す
ぎ
る
た
め
気
が
付
か
な
い
が
、バ
ー
コ
ー
ド
を

利
用
す
る
コ
ン
ビ
ニ
の
販
売
時
点
情
報
管
理
が
そ
れ

な
の
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
の
流
通
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
技
術

的
に
は
サ
イ
バ
ー
シ
ン
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
だ

が
、
当
時
は
サ
イ
バ
ー
シ
ン
の
意
味
を
誰
も
理
解
で
き

な
か
っ
た
し
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
ら
に
は
、
サ
イ
バ
ー
シ
ン

の
オ
ー
プ
ン
で
、
平
等
主
義
的
な
面
も
気
に
食
わ
な
い

も
の
だ
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
軍
は
、
エ
ス
ペ
ホ
ら
を
呼

び
つ
け
て
シ
ス
テ
ム
の
内
容
を
聞
い
た
後
に
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
を
破
壊
し
て
い
る
(1)

。 

ピ
ノ
チ
ェ
ト
は
そ
の
後
も
長
く
軍
事
独
裁
政
治
を

敷
き
、
チ
リ
の
人
々
を
苦
し
め
続
け
た
が
、
米
国
は
見

て
見
ぬ
振
り
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
東
西
冷
戦
が
終
結

し
「
中
南
米
に
お
け
る
社
会
主
義
の
防
波
堤
」
と
し
て

の
利
用
価
値
が
無
く
な
る
と
用
済
み
と
し
て
捨
て
た
。

ピ
ノ
チ
ェ
ト
は
一
九
九
〇
年
に
大
統
領
を
辞
任
し
、
二



 - 7 -

〇
〇
六
年
一
二
月
一
〇
日
に
死
ぬ
。
皮
肉
な
こ
と
に
死

去
し
た
日
は
国
際
人
権
デ
ー
だ
っ
た
。 

一
方
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
出
し
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
建
て

た
豪
邸
で
栄
光
に
包
ま
れ
な
が
ら
死
ん
だ
。
フ
リ
ー
ド

マ
ン
は
ク
ー
デ
タ
ー
以
前
か
ら
チ
リ
と
関
わ
っ
て
い

た
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
ア
ジ
ェ
ン
デ
の
政
策
を
快
く
思

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
極
端
に
言
え

ば
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
・
モ
デ
ル
を
実
現

す
る
た
め
に
抹
殺
さ
れ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。「
９
．

11
」
は
ま
さ
に
歴
史
を
変
え
た
「
分
岐
点
」
と
な
っ

た
の
だ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
待
さ
れ
、

長
寿
と
そ
の
自
由
主
義
経
済
の
普
及
の
貢
献
を
ね
ぎ

ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
年
に
ビ
ア
も
静
か
に
息
を
引
き
取

っ
て
い
る
。 

「
父
に
は
、
生
き
残
っ
た
も
の
と
し
て
の
罪
悪
感
に
さ

い
な
ま
れ
て
い
ま
し
た
」
と
、
息
子
の
サ
イ
モ
ン
は
語

っ
て
い
る
よ
う
に
晩
年
の
ビ
ア
は
、
孤
独
な
詩
作
や
絵

画
の
作
成
に
集
中
し
、
宗
教
上
の
研
究
や
瞑
想
に
打
ち

込
む
簡
素
な
生
活
を
お
く
っ
た
と
い
う
。 

一
国
の
経
済
を
生
命
理
論
に
基
づ
い
て
管
理
す
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
以
前
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
降
も
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。
「
社
会
主

義
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
も
形
容
さ
れ
る
こ
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
な
試
み
は
永
久
に
忘
れ
去
ら
れ
た
の
で
あ

る
(1)

。 
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